
式辞 

 新型コロナウイルス感染症の予防のため、皆さんの門出を御来賓・保護者の皆様、１・

２年生の皆さんとともにお祝いできないことをお許しください。ただし、平成２３年（２

０１１）年３月１１日に起こった東日本大震災の際には、多くの学校で卒業式が実施でき

なかったということを思い起こせば、この３年間苦楽を共にした卒業生が一堂に会すると

ともに、本校の教職員に見守られながら、埼玉県立朝霞西高等学校第３９回卒業証書授与

式を挙行できることを喜ばなくてはならないのかもしれません。おそらく、この卒業式

は、皆さんの心に深く刻み込まれ、生涯忘れることがないものと確信しています。また、

このような緊急時に御対応いただき、卒業式の実施に向けて御理解と御支援をいただいた

全ての皆様に感謝申し上げます。 

 さて、本日、卒業証書を授与した３４６名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございま

す。大人に大きく一歩近づいた皆さんに、一言述べさせていただきます。 

 長い人生には、様々なことがあります。楽しいことやうれしいことばかりではありませ

ん。残念ながら、苦しいことやつらいことも沢山あります。今回の新型コロナウイルス感

染症のような疫病の流行も、歴史上、多く発生しました。１４世紀、ヨーロッパでは「黒

死病（Black Death）」とも呼ばれたペストが大流行したため、人口が激減しました。ま

た、幕末の我が国でも、コレラ（当時の日本では「ころり（虎狼狸・古呂利）」と呼ばれ

た）が流行したこともあります。しかし、人類は、そのような困難を克服して、社会を発

展させてきたということにも着目する必要があります。 

 ところで、人生は「航海」によく例えられます。豪華客船での快適な船旅ではありませ

ん。「船子一枚、下は地獄」といわれ、難破して漂流することも珍しくなかった昔の木造

の帆船での航海です。もし、皆さんの人生を「航海」に例えるならば、本日の卒業式はゴ

ールではなく、次の港を目指す新たなスタートすなわち船出にあたります。順風でどんど

ん先に進むこともあるでしょう。逆風で押し戻されそうになることもあるでしょう。しか

し、皆さんは、本校で培った様々な能力を発揮して、困難に立ち向かい、少しずつでもよ

いので、目的地の港に到達できるよう頑張ってください。皆さんが、本校で学んだ知識や

経験が、それぞれの行き先を指し示す羅針盤や航海図となることでしょう。皆さんが、そ

れぞれの港を目指して、本日、力強く船出していくことを期待します。 

 結びとなりましたが、保護者の皆様、お子様の御卒業、誠におめでとうございます。心

からお祝い申し上げます。今後もお子様の母校であるこの朝霞西高校への変わらぬ御理

解・御支援をよろしくお願い申し上げます。 

 卒業生の皆さんが、それぞれの道で、めざましい成果をあげられるとともに、社会を支

える立派な「人財」として、御活躍されることを祈念して、式辞とさせていただきます。 
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